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第 3学年 算数科学習指導案 
日 時 平成２０年１０月１０日(金) ５校時 
児 童 ３年２組 男１６名，女１３名 計２９名 
指導者 Ｔ１ 沼田 玲子  Ｔ２ 菅原 範之   
 

１ 単元名 ８ わり算を考えよう（東京書籍 ３年上ｐ６５～７２） 
 
２ 単元について 
（１） 教材について 
  本単元は学習指導要領[Ａ数と計算]の『（４）除法の意味について理解し，それを用いるこ
とができるようにする』の「ア除法が用いられる場面について知り，それを式で表したり，

その式をよんだりすること」「イ除法と乗法の関係について理解すること」「ウ除数と商が共

に１位数である除法の計算が確実にできること」を扱うものである。本単元では，前単元の

経験を踏まえて，割り切れない除法の問題を具体的な場面と結びつけて取り上げ，除法が用

いられる場合の計算の仕方を身につけることに重点を置く。その中で，割り切れなくてあま

りのある場合も乗法九九を使って計算ができることに気づき，進んで割り算を用いて計算し

ようとする意欲の高まりを育てることをねらいとしている。また，割り算の意味や処理のし

かたを具体的な場面と結びつけながら理解させることもねらいとしている。 
  あまりのない場合とある場合の除法を取り扱いながら，あまりの意味を考えさせたり，除

数を一定にして被除数を変化させたりして，あまりの変化を調べることは除数とあまりの関

係を結びつけることに有意義である。また，除数とあまりの大きさの関係を理解させること

は，第４学年以降の筆算や（１～３位数）÷（１・２位数）の計算のしかたの素地を養うこ

とになる。 
 
（２） 児童について 

児童は３年になってから学習したわり算に興味を持ち，その計算は正しくできるようにな

っている。計算方法は理解しているが，等分除と包含除の意味理解や，どのような場合わり

算になるのかという根本的な部分の押さえが弱いところがある。 
  また，計算は好むが，問題の解き方を説明したり自分の気づいた方法を全体に発表したり

するなどの説明する力はまだ育っていない。 
  本単元に関わる力として，九九だけでなく減法が必要になるが，減法が苦手で繰り下がり

のある引き算が正確にできない児童が５名いる。この児童には支援が必要になると思われる。 
レディネステストの結果の正答率は全体的に高かったが，６，７，８の段の九九を間違う児

童がそれぞれ１名ずついた。 
〔レディネステストの結果〕 

番号 問題内容 正答率 備考 
１~5 計算１８÷３ ２０÷５など １００％  
６ ２４÷６ ９７％ ６の段の九九の間違い。 
７ ４２÷７ ９７％ ７の段の九九の間違い。 
８ ６４÷８ ９７％ ８の段の九九の間違い。 
９ ６÷１ ９７％ 商を１としている。 
１０ 文章題（包含除）３２÷８ １００％  

 
（３） 指導にあたって 

指導にあたっては，まず□個のあめを３個ずつ分けるという包含除の場面を提示し，１２，

１５，１４の数字を入れてどうなるか考えさせる。そこで，これまでのように乗法九九１回

の適用で割りきれない場合と割りきれる場合があることを明確にする。次に１４個を３個ず
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①かけ算 
・乗数と積の関係 
・乗数の交換法則 
・a×□＝ｂ，□×a＝ｂ 

２年 ３年 ４年 

③わり算の筆算（１） 
・２～３位数÷１位数の筆

算形式 
・倍と除法の意味の拡張

（倍の第一・第三用法） 
・１位数でわる除法の暗算 

⑨わり算の筆算（２） 
・何十でわる除法 
・２～３位数÷２位数の筆

算形式 
・除法の検算のしかた 
・除法について成り立つ性

質 

③新しい計算を考えよう 
・除法の意味と商の求め方 
・九九１回適用の除法計算（あまりなし） 
・a÷a，０÷a，a÷１の計算 
・倍と除法の意味 

⑩かけ算（１） 
・乗法の意味 
・５，２，３，４の

段の九九の構成 

⑪かけ算（２） 
・６～９，１の段の

九九の構成 
・乗数と積の関係 
・乗法の交換法則 
・倍概念の基礎 

つに分けるという割り切れない場面へと進み，答えの導き方を考えさせていきたい。この場

面では，半具体物の操作や絵や図を使って，答えの予想をたてさせた後，既習の除法計算を

使って，自分達で答えを見つけ出すようにする。またその後の除数とあまりの大きさの関係

やあまりのある除法の答えの確かめ方の学習でも，操作を行ったり図を使ったりする活動を

取り入れることで自分なりに解決方法を見つけ出すことができるようにしたい。最後にあま

りの処理の仕方を考えさせる文章題を提示し，あまりも１つ分として商に加えるという，計

算で求めた数値がそのまま題意に即した答えにならない問題を扱うことで，あまりのとらえ

方について理解を深めさせたい。 
また，大切なポイントや児童のよい考えは，児童の言葉を生かしながら授業の組み立てに

役立てるようにこころがける。そのために，「復唱する活動」「友だちの考えの続きを読み取

る活動」「友だちの考えを自分の言葉で説明する活動」等の方法を用い全体のものにしてい

く。聞き手側の姿勢を育てることで発言する児童が自分の考えた方法を率直に話すことがで

きると考える。その際，学習活動の支援がより効率的になるように，Ｔ１・Ｔ２の役割分担

を明確にしながら，指導にあたりたい。 
 
３ 単元の目標 
  乗法九九を 1回適用してできる除法で，あまりのある場合の計算の仕方について理解すると共
に，それを用いる能力を身につける。 

「関心・意欲・態度」・あまりのある除法計算を，あまりのない除法計算のときと同様に進んで問 
題解決に活用しようとする。 

「数学的な考え方」 ・既習の除法と関連付けて，あまりのある場合の除法でも乗法九九を使って 
答えが求められることを筋道を立てて説明できる。 

「表現・処理」   ・あまりのある除法計算ができ，答えの確かめをすることができる。 
「知識・理解」   ・あまりの意味，あまりと除数の大小関係，及びあまりのある除法計算のし 

かたを理解する。 
 
４ 教材の関連と発展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本時 あまりのあるわり算 

・九九１回適用の除法計算（あまりあ

り） 
・あまりと除数の大きさの関係 
・答えの確かめ方 
・あまりの処理のしかた 
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５ 指導計画（８時間扱い） 

基

礎

・

基

本 

〔学習指導要領〕３年・Ａ（４）ア・イ・ウ 

１ 除法の余りの意味について理解すること。 

２ ４８÷６や１３÷４などの乗法九九を1回用いて商を求めることができる計算が確実にできるこ

と。 

３ 除法の計算技能を確実に身につけ，場面に応じた活用ができること。（除数・商が１位数の場合） 

〔用語・記号〕あまり わりきれない わりきれる 

評

価

規

準 

〔関〕あまりのある除法計算を，あまりのない除法計算のときと同様に進んで問題解決に活用しよう

とする。 

〔考〕既習の除法と関連付けて，あまりのある場合の除法でも乗法九九を使って答えが求められるこ

とを筋道立てて説明する。 

〔表〕あまりのある除法計算ができ，答えの確かめをすることができる。 

〔知〕「あまり」の意味，あまりと除数の大小関係，及びあまりのある除法計算のしかたを理解する。 

授業で見取る評価規準 

時

間 
学 習 目 標 指導形態 関心･意

欲･態度 
数学的な考え方 表現･処理 知識･理解 

１ 

２ 

乗法九九を１回適用し

てできる除法であまり

のある場合の計算方法

を理解する。 

概念・定

着型ＴＴ 

 

わりきれない除法

計算を既習のわり

きれる除法計算と

結びつけて考えて

いる。 

  

３ 

本

時 

あまりと除数の関係を

理解する。 
概念・定

着型ＴＴ 

  除数はあまり

より大きくな

ることを理解

している。 

４ 

あまりのある場合の除

法計算について,答え

の確かめ方を理解す

る。 

概念・定

着型ＴＴ 

 あまりのある除

法の答えを乗

法九九を使っ

て求めることが

できる。 

あまりのある

除法の答えの

確かめ方を理

解している。 

５ 
あまりのとらえかたに

ついて理解を深める。 
概念・定

着型ＴＴ 

場面をとらえて，

商に１を加えた

数が答えになる

ことを筋道立て

て説明できる。 

  

６ 

学習内容を身につけ

る。 
習熟度型

ＴＴ 

 学習内容を正

しく用いて問

題を解決する

ことができる。 

 

７

・ 

８ 

学習内容の理解を確認

する。 
習熟度型

ＴＴまた

はＳＳ 

あ
ま
り
の
あ
る
除
法
計
算
を
，
あ
ま
り
の
な
い
除
法
計
算
の
と
き
と
同
様
に
進
ん
で
問
題
解
決
に
活
用
し
よ

う
と
し
て
い
る
。 

  あまりのある

除法の答えの

求め方を理解

している。 
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６ 本時の指導 
（１）目標 あまりと除数の関係を理解する。〔知識・理解〕 
 
（２）評価規準 

具体の評価規準 
評価規準 A B 支援 

あまりと除数の関

係を理解する。 
（観察・発言） 

あまりが除数より小

さくなる理由を自分の

言葉で説明できる。 

あまりが除数より小

さくなることが分か

り，正しく計算できる。 

あまりが除数より大

きくなる場合はまだ分

けられることを半具体

物を操作させて理解さ

せる。 
九九表を持たせ，商

の見当をつけさせる。 
 
（３）展開 

教師の働きかけ 段

階 学習内容と活動 T１ T2 

つ
か
む 

み
と
お
す
（
１３
分
） 

１ 問題を把握する。 
 
 
 
 
２ 課題を把握する。 
 
 
 
 
 
３ 解決方法の見通しをもつ。 
(１) 問題が１問しかないと秘密  
を見つけられないので，あま

りのある問題を何問かやって

みることを確認する。 
(２) わられる数を１２から１ず
つふやしてそれぞれを４で割

って答えとあまりを出すこと

を確認する。 
(３) わり算をしていて，自分が 
気付いたことをノートに書き

出す。 

・問題文を読み，立式させて 

答えまで求めさせる。 
 
・答えを確認する。 
 
・ゆうたの考えを受けて，あ

まりには，正しい物とそう

でないものがあることに

気づき課題につなげたい。 
 
 
 
・正しく計算ができない児童

にはおはじきを使ってもい

いことを伝える。 
 
・児童がノートにする作業の

内容を確認し，落ちがない

ようにする。 

・ゆうたの考えを取り上げ，

同じ解き方をした児童は

いないか全体に問う。 
 
・ゆうたの考えについて全体

で考えさせる。実際におは

じきを操作し，まだとれる

状況では，あまりとはなら

ないことを確認する。 
 
 
 
 
 
・児童の様子を把握し，作業

内容が理解できたか確か

める。 

か
ん
が
え
る
（
１７
分
） 

４ 課題解決をする。 
(１) 自力解決をする。 
・１２から１ずつ被除数をふや

し，それを４で割り，答えと

あまりを出す。 
・計算の結果を見て，気付いた

ことをノートに書き出す。 
 

・作業が滞っている児童がい

ないか机間指導をする。 
 
 
 
 
 

・正しく計算できていない児

童に助言。半具体物などを

使い正しい答えを出させ

る。 
 
・気づいたことが書けずにい

る児童には，割る数，あま

りをそれぞれ続けて見るよ

うに視点を与える。 

あまりのひみつをみつけよう 

あめが１３こあります。4 こ
ずつふくろに入れます。何ふく

ろできてなんこあまりますか。 
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（２） ペアで自分の気付いたこ

とを発表し合う。 
 
 
（３） 全体であまりのひみつに

ついて話し合う。 
  
 
 
 
 
 
５ 学習のまとめをする。 
（１） あまりと除数の関係につ

いて全体ででた考えをま

とめる。 
 
 
 
 
（２） １２÷５，１３÷５，  

１４÷５をもう一度全体

で計算し，一般化を図る。 

・ペアの話し合いで新しい気

づきがあれば，自分の考え

に追加，修正を加えるよう

促す。 
 
・窓側３列の様子を見て,児
童の見つけたひみつを把

握し次の全体での話し合

いにつなげる。 
 
 
 
 
・あまりが１ずつ増えている

というような事象だけをと

らえた考えから,除数とあ
まりの大小関係を考えてい

るような考えへと発言が発

展していくような話し合い

を組んでいく。 

 
 
 
 
 
・廊下側３列の様子を見て，

Ｔ１と情報交換をする。 

た
し
か
め
る
（
１２
分
） 

６ 練習問題を解く。 
(１) ｐ６７② 
 
 
 
(２) ｐ６７③ 

・８問のうち，（６）だけを

教師が丸付けする。他の７

問は友だち同士で答え合

わせをする。文章題は一斉

に答え合わせをする。 

・丸付けをしながら,児童の
様子を把握してできてい

ない児童には支援をする。 

ま
と
め
る
（
５
分
） 
７ ふり返る。 
(１)  学習感想を書く。 
 
 
 
 
８ 次時の学習の見通しを持つ。 

 
 
・分かったことや気付いたこ

とをノートに書かせ，発表

させる。（窓側３列） 
 

 
・本時の学習をもとに，次時

の学習は，答えの確かめ方

について学習することをつ

たえる。  

 
 
・個別に発表内容のよさを認

め，褒める。（廊下側３列） 

 
 
 
 
 
 
 

児童の思考の様子を観察・記録・情報交換 
 

（評）ｐ６７②③の問題を除数とあまりの大き 
さに着目して解いているか。(ノート) 

（評）自分の気付いたことをもとに，相手と話し合

うことができたか。（ノート・観察） 
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 (４）板書計画 

○も  
１２÷５＝２あまり２ 

 １３÷５＝２あまり３ 
１４÷５＝２あまり４ 

ゆうた １３÷４＝２あまり５                   １５÷５＝３ 

なおこ １３÷４＝３あまり１ ○ま  
  

○か（あまりのひみつを見つけよう。） 

 気づいたこと 
・ わる数がいつも４ 
・ あまりが１ずつふえている。 
・ あまりが１・２・３となっている。 
・ わる数よりあまりが小さい。 
・ わられる数をどんどんふやしても， 
あまりは３より大きくならない。 

 

あめが１３こあります。４こ

ずつふくろに入れます。何ふ

くろできて何こあまります

か。 

１２÷４＝３ 
１３÷４＝３あまり１ 
１４÷４＝３あまり２ 
１５÷４＝３あまり３ 
１６÷４＝４ 
１７÷４＝４あまり１ 

あまりはいつもわる

数より小さくなる。 


